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り花長が短く、茎径が細かったが、出荷規格は L 規

格以上の上位規格品が 8 割以上となった（表 3）。 

 ICT 機器を用いて熟練栽培者の「匠の技」を「見

える化」することで、栽培初年目の農業者の管理基

準とすることができ、上位規格を中心とするトルコ

ギキョウが生産可能であった。以上のことから、ICT

機器は、栽培技術の早期習得や継承にも有効である

と考えられた。 

 

4 まとめ 

 

 ICT 機器を活用して熟練栽培者の栽培環境を見え

る化・共有化することで、地域の栽培管理基準に用

いることができる。また、トルコギキョウの生育状

況や土壌の水分状態等に応じてかん水基準を調整す

ることで、栽培初年目でも高品質のトルコギキョウ

が生産可能であり、ICT 機器が栽培技術の早期習得

に有効であることが明らかになった。 
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表1 試験区 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 生産者ほ場の土壌水分値(2日間) 

a : 「新規栽培者 = 熟練栽培者」となるようなかん水管理による土壌水分値 

b : 「新規栽培者 = 熟練栽培者 - 2%」となるようなかん水管理による土壌水分値 

1) 土壌中体積含水率は、ICT機器（みどりボックス2）による測定値。数値は省略。各目盛り線は1%。 

2) a、bともにy軸原点は0%でない。y軸のスケールは同じ。 

 

表3 トルコギキョウの開花時期及び切り花品質 

 

1) 採花時期は、始期:調査茎の10%、盛期：50%、終期:90%を収穫した日。収穫日は、2花以上が開花した日。 

2) 切り花長、茎径、節数は、平均値±標準偏差。 

3) ***は、スチューデントのt検定により、品種間において危険水準0.1%で有意差あり。 

4) 出荷規格は、2L:80 cm以上かつ3花以上、L:70 cm以上80 cm未満かつ3花以上、M:60 cm以上70 cm未満かつ3花以上、

S:50 cm以上60 cm未満。 

始期 盛期 終期 2L L M S

新規栽培者 6月25日 6月26日 6月29日 88.6 ±5.7*** 8.4 ±1.5*** 12.1 ±1.0*** 37.1 48.6 5.7 8.6

熟練栽培者 6月24日 6月26日 6月30日 106.0 ±4.1 9.4 ±0.9 13.4 ±0.7 90.3 9.7 0.0 0.0

新規栽培者 7月12日 7月16日 7月19日 95.5 ±7.7*** 8.6 ±0.9*** 13.8 ±1.0*** 64.9 27.0 0.0 8.1

熟練栽培者 7月10日 7月12日 7月16日 127.7 ±4.5 9.5 ±0.6 14.6 ±0.9 94.4 2.8 0.0 2.8

切り花長
(cm)

茎径
(mm)

ボレロホワ イト

節数
出荷規格割合(%)

品種 栽培者
採花時期

ハピネスホワイト

1) 切り花長は、平均値±標準偏差。 

2) ***は、スチューデントの t 検定により、品種間において危険水準 0.1%で

有意差あり。 

表2 トルコギキョウの草丈

品種 栽培者

新規栽培者 3.1 ±0.2*** 14.0 ±1.3*** 45.8 ±2.5*** 80.4 ±4.2***

熟練栽培者 4.9 ±0.4 24.3 ±1.2 66.1 ±3.2 100.4 ±3.6

新規栽培者 2.8 ±0.3*** 9.9 ±0.8*** 35.6 ±2.3*** 65.4 ±6.5***

熟練栽培者 3.4 ±0.4 16.6 ±1.7 55.9 ±2.7 94.5 ±4.2

6月7日

ハピネスホワイト

ボレロホワ イト

5月10日3月6日 4月6日品種 栽培者

ボレロホワイト 新規栽培者

ハピネスホワイト 熟練栽培者
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